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<社員教育に関する経営者の声>
●ここ数年人件費を抑えて来たので、若干影響が好転しているので、まず、その復活を第一と

考えています。次に内部留保、株式配当の順です。（北海道 : 冷熱機器販売）

●経営課題は外ではなく常に内部にある。一人一人のスキルアップを図り、付加価値を高めて

行く努力を心掛けている。（青森 : 屋外広告・サイン）

●弊社が主たる市場としている業界は縮小の傾向にある。その中での生き残りを図る為には、

今まで以上のサービスの提供 ( 質 ) と、それを提供する為の社員教育をこれまで以上に実施

して行く。（群馬 : 特殊機器販売メンテナンス）

●今後更に市場縮小、価格競争等進むと思うが、他社との差別化、独自性を全社員で共有し、

強みに特化する。単なる酒流通業でなく、当社、繁盛店サポート業 ( 経営相談、商品提案 )

として社員教育 ( 専門性 ) を徹底する。（埼玉 : 業務用酒・食材卸）

●現在の比較的好調な業績を背景に、社員の一層のモチベーションアップを中心に商品力の強

化 ( 小さいマーケットの深堀り作戦 ) と販売面では、主要都市の有力販社との取組み強化を

進めて行こうと考えております。（岡山 : 企業用ユニフォームの企画製造販売）

●水処理の専門分野に特化して、仕事を 38 年間行っているが、客先の求めているものが年々

高まっている。専門性のある仕事の為、人材育成には時間がかかり、客先の要求に対して充

分応えられていない状況である。5年先にはベテラン社員が多数定年を迎える為、次の時代

の社員の育成が当面の課題である。（宮崎 : 水処理薬品・装置の販売施工）

ろう。

　業況判断・売上高・経常利益DIが引き続き悪化している中でも、採算水準DI（「黒字」−「赤字」割合）

は6期連続して全ての規模層でプラス指数を保っていること、また前期比で9ポイントの上昇（26→33）

を示している事実は同友会型企業の強みとして評価される。今後は新しい政権の下で中小企業に効果

のある景気対策実施の要求を強く打ち出すことと、問題点の現れ方の地域別・業種別・規模別特性を

考慮した経営努力が求められる。


